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Ａ．研究目的 

 2020 年に新型コロナウイルス感染症が流行

し始め、その対策の一つとしてマスクの着用が

推奨された。マスク着用が困難である乳幼児を

除き、多くの国民がマスク生活を送ることとな

った。マスクを着用することで顔の大半が覆わ

研究要旨 

2020 年に新型コロナウイルス感染症が流行し始め、その対策の一つとしてマスクの着用が推

奨された。マスクを着用することで顔の大半が覆われることになり、表情の読み取りが非着用時

より困難であることが考えられる。このことは、コミュニケーションや言語発達に影響を与える

可能性が報告されている。特に、発達が著しい過程にある幼児期に、このように表情を十分にみ

ることができない状況は、子どもの言語発達以外の精神神経発達にも影響がある可能性が考え

られる。そこで本研究では、新型コロナウイルス感染症が流行する前に発達検査を受診した 6歳

児と、流行後に発達検査を受診した 6歳児を対象に、マスク着用による精神神経発達への影響を

検討することを目的とした。 

対象者は、子どもの健康と環境に関する全国調査参加者のうち、山梨県において 2019 年度（コ

ントロール群）及び 2020 年度（曝露群）に 6 歳児を対象とした新版 K式発達検査を受けた児で

ある。対象者のうち、過去に 2歳時、4歳時にも検査を受けた児を解析対象者（n=160）とした。 

コントロール群と曝露群で 2 歳、4 歳、6 歳時における指数の平均値を比較すると、2 歳では

「認知・適応領域」および「全領域」において、コントロール群の平均値が曝露群より有意に低

い結果となった。また、コントロール群と曝露群ごとに時系列マルチレベルモデルを用いて算出

した各年齢の平均推定値の推移をみたところ、2 歳－4 歳－6 歳全体について、両群の傾きの差

は曝露群で有意差が認められた。しかし、2歳の結果は、発達指数が 100 未満の割合がコントロ

ール群で高くなっており、特に 2 歳ではその開きが大きくばらつきがあると考えられたことか

ら、4歳－6歳で検定したところ、傾きに違いは見られなかった。 

以上のことから、本研究結果では、マスク着用の発達への影響は示されなかった。しかし、曝

露群は 2020 年の始め頃からマスク生活が始まり、6 歳調査時ではマスク着用の状況が短期間で

あったことから、マスク着用の影響を長期間受けていた状態の結果ではない。よって、今回の結

果からはマスクの長期間の使用による発達への影響を評価するには限界がある。また、対象児数

も十分ではない可能性があるため、より大規模調査による検討が必要である。 

- 179 -



れることになり、表情の読み取りが非着用時よ

り困難であることが考えられる。Gori らはマ

スクによる感情認知能力を実験的に行い、3歳

から 5 歳の子どもは感情表現を推測する能力

が顕著に低下することを明らかにし、社会性や

感情の発達に影響する可能性を示唆し、軽症を

鳴らしている 1）。Giordano らは 3 歳から 5 歳

のこどもの同様の研究で、年齢が高いほど、日

常の大人との関りが多い児ほど認知能力が高

いことを示している 2）。マスクによる後天的な

相貌失認症発症の決定的な証拠はないが、継続

的に経過を観察すべきであるとしている 3）。一

方で、Ashley らは 7 歳以上の児に対する実験

的な研究でマスクによる表情認知の影響はほ

とんどなく、社会的相互作用を劇的に阻害する

ことないとしている 4）。ただし、9歳から 10歳

の対する別の実験的な研究ではマスクは様々

な感情認知に影響を与え、嫌悪感について極端

に認知が下がったとの報告もある 5）。 

表情の読み取りの困難さは、コミュニケーシ

ョンや言語発達に影響を与える可能性が報告

されている 6、7）。特に、著しい発達過程にある

幼児期に、このように表情を十分にみることが

できない状況は、子どもの言語発達以外の精神

神経発達にも影響がある可能性が考えられる。 

しかしながら、これまで日本におけるマスク

着用と子どもの精神神経発達に関する報告は

数少ない。そこで本研究では、新型コロナウイ

ルス感染症が流行する前に発達検査を受診し

た 6 歳児と、流行後に発達検査を受診した 6 歳

児を対象に、マスク着用による精神神経発達へ

の影響を検討することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

１．対象者 

対象者は、子どもの健康と環境に関する全国

調査（以下、エコチル調査）参加者のうち、山

梨県において 2019 年度及び 2020 年度に 6 歳

児を対象とした新版 K 式発達検査 8）を受けた

児である。新版 K式発達検査はエコチル調査全

体では 2 歳と 4歳に行われているが、6歳児を

対象とした検査は山梨県のみで実施された。 

 

２．変数 

 アウトカムは、6歳時点の新版 K式発達検査

の結果とした。新版 K 式発達検査は、「姿勢・

運動領域」「認知・適応領域」「言語・社会領域」

「全領域」の領域別の発達指数を算出可能で、

発達指数 100 が生活年齢と同じ水準である（そ

の年齢における発達がほぼその年齢通りの発

達）と捉える。100 より低い場合は、その年齢

で実施可能な事柄に遅れがある、つまり発達の

遅れを示しており、100 より高い場合は、その

年齢以上に発達していると解釈できる。 

 曝露は、マスク着用の時期とし、新型コロナ

ウイルス感染症流行前に 6 歳児の新版 K 式発

達検査を受けた児をコントロール群、流行後に

マスク着用が一般的となった 2020 年度に 6 歳

児の新版 K 式発達検査を受けた児を曝露群と

した。 

 

３．統計解析 

 対象者のうち、過去に 2歳時、4歳時にも新

版 K 式発達検査を受けた児を解析対象者

（n=160）とした。はじめに、2歳、4歳、6 歳

時の新版 K 式発達検査の集計を行った。その

際、6 歳時の「姿勢・運動領域」については、

対象児がすべて検査項目を通過しており（発達

指数≧100）、解析より除外した。 

 次に、コントロール群と曝露群ごとに個人レ

ベルの時系列値の推移を考慮するため時系列

マルチレベルモデルを行い、算出した各年齢の

平均推定値の推移を確認した。 
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（倫理面への配慮） 

山梨大学医学部倫理員会の承認を得て実施

した。（受付番号：2324） 

 

Ｃ．研究結果 

表 1 に対象者の 2 歳、4 歳、6 歳時の新版 K

式発達検査の集計結果を示した。6 歳時の「姿

勢・運動領域」については、対象児がすべて検

査項目を通過しており（発達指数≧100）、解析

より除外している。2歳ではいずれの領域もコ

ントロール群の方が、平均値が低い結果となっ

ていた。 

表 2にコントロール群と曝露群で2歳、4歳、

6 歳時における指数の平均値の比較結果を示

した。2歳では「認知・適応領域」および「全

領域」において、コントロール群の平均値が曝

露群より有意に低い結果となった。4歳と 6 歳

ではいずれの領域でも平均値に違いは見られ

なかった。 

 図 1～3 にコントロール群と曝露群ごとに個

人レベルの時系列値の推移を考慮し（時系列マ

ルチレベルモデル）算出した各年齢の平均推定

値の推移グラフを示した。2 歳－4 歳－6 歳全

体について、両群の傾きの差は曝露群で有意差

が認められた。しかし、2 歳の結果は、図 4～

6で示した通り、発達指数が 100 未満の割合が

コントロール群で高くなっており、特に 2歳で

はその開きが大きくばらつきがあると考えら

れたことから、4 歳－6 歳で検定したところ、

傾きに違いは見られなかった。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、エコチル調査参加者のうち、

2019 年度（コントロール群）及び 2020 年度（曝

露群）に 6歳児を対象とした新版 K 式発達検査

を受け、過去に 2歳時、4歳時にも検査を受け

た児を対象とし、マスク着用による発達の影響

を検討した。 

表 2 で示したように 4 歳と 6 歳では平均値

の差は見られず、また、両群の傾きや平均値に

差異は認められなかった。このことから、本研

究結果では、マスク着用の発達への影響は示さ

れなかった。しかしながら、曝露群は 2020 年

の始め頃からマスク生活が始まり、6歳調査時

ではマスク着用の状況が短期間であり、マスク

着用の影響を長期間受けていた状態の結果で

はない。よって、今回の結果からはマスクの長

期間の使用による発達への影響を評価するに

は限界がある。また、対象児数も十分ではない

可能性があるため、より大規模調査による検討

が必要である。2歳時点の測定値の差について、

コントロール群は 2 歳検査の実施が本調査に

おいて初であり検査員の測定誤差があった可

能性、一方、調査員からは、コントロール群の

方が発達の遅れぎみの児が多かったと報告し

ている。しかし明確な要因は不明である。本研

究結果の解釈は慎重に行う必要があると考え

る。 

 

Ｅ．結論 

 本研究結果からは、短期間のマスク着用にお

ける発達へ影響は認められなかった。しかしな

がら、今回の検討ではマスクの長期間の使用に

よる発達への影響を評価することは難しかっ

た。 
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表 1．集計結果 

 

 

 

表 2．コントロール群と曝露群の平均値の差の検定結果：対応のない t検定 

 平均値 
ｐ値 

2019 年度 2020 年度 

2 歳 姿勢・運動 90.0 92.5 0.33 

 認知・適応 94.2 98.5 0.01 

 言語・社会 92.8 95.9 0.17 

 全領域 93.3 97.3 0.01 

4 歳 姿勢・運動 88.2 89.9 0.34 

 認知・適応 95.5 96.6 0.61 

 言語・社会 98.0 97.4 0.77 

 全領域 96.7 96.9 0.94 

6 歳 認知・適応 97.6 99.4 0.45 

 言語・社会 103.0 104.5 0.51 

 全領域 99.8 101.4 0.44 

 

  

2歳
姿勢・運動

2歳
認知・適応

2歳
言語・社会

2歳
全領域

4歳
姿勢・運動

4歳
認知・適応

4歳
言語・社会

4歳
全領域

6歳
認知・適応

6歳
言語・社会

6歳
全領域

有効 98 98 98 98 98 98 98 98 98 98 98
欠損値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

90.0 94.2 92.8 93.3 88.2 95.5 98.0 96.7 97.6 103.0 99.8
1.7 1.2 1.3 0.9 1.2 1.3 1.4 1.2 1.5 1.3 1.2

83.0 93.5 93.0 94.0 95.0 94.5 98.0 97.0 94.7 102.9 98.3
83 97 101 96 96 101 83a 96 91 104a 79a

16.4 11.4 12.7 8.6 11.9 13.2 13.8 11.5 14.4 13.1 11.5
268.8 129.7 160.6 74.1 140.8 175.2 191.0 132.1 206.4 171.4 133.2

90 81 55 53 51 90 75 61 89 71 70
55 60 71 67 49 44 67 60 74 78 79

145 141 126 120 100 134 142 121 163 149 150
有効 62 62 62 62 62 62 62 62 62 62 62
欠損値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

92.5 98.5 95.9 97.3 89.9 96.6 97.4 96.9 99.4 104.5 101.4
2.1 1.2 1.9 1.2 1.4 1.8 1.8 1.6 2.0 2.0 1.7

85.0 97.5 97.0 97.0 95.0 96.5 96.5 96.5 95.7 102.0 99.9
84 97 101a 101 95 87 95 102 107 82a 82a

16.2 9.8 14.8 9.1 10.7 13.9 14.4 12.4 15.9 15.4 13.1
261.3 95.9 218.7 82.1 113.8 194.2 208.2 153.7 251.3 236.3 172.8

69 51 64 53 55 79 82 71 93 89 89
53 69 66 66 45 54 48 51 74 82 82

122 120 130 119 100 133 130 122 167 171 171

inspection_nendo
2019年度
（6歳検査
時）

2020年度
（6歳検査
時）

度数

平均値
平均値の標準誤差

度数

平均値
平均値の標準誤差
中央値
最頻値
標準偏差
分散
範囲
最小値
最大値

最小値
最大値

a. 複数の最頻値が存在します。そのうちの最小値が表示されます。

中央値
最頻値
標準偏差
分散
範囲
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2歳 ４歳 ６歳

2019 93.6 95.5 98.1

2020 98.8 96.4 99.6

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

K
式

指
数

図1．年度比較:時系列マルチレベルモデル（平均推定値）

認知・適応領域

2歳 ４歳 ６歳

2019 92.5 97.8 103.5

2020 95.6 97.7 104.5

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

K
式

指
数

図2．年度比較:時系列マルチレベルモデル（平均推定値）

言語・社会領域
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2歳 ４歳 ６歳

2019 92.9 96.6 100.3

2020 97.1 97.0 101.5

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

104.0

106.0

K
式

指
数

図3．年度比較:時系列マルチレベルモデル（平均推定値）

全領域

75.5

59.2
62.2

54.8

53.2
56.5

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2歳 4歳 6歳

図4．認知・適応領域

2019年度 100未満 2020年度 100未満
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69.4

56.1

38.8

54.8

53.2 43.5

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2歳 4歳 6歳

図5．言語・社会領域

2019年度 100未満 2020年度 100未満

80.6

60.2 59.259.7

51.6 51.6

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

2歳 4歳 6歳

図6．全領域

2019年度 100未満 2020年度 100未満
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